
要約
これから先の未来に向けた自動車の設
計には、あらゆるレベルにおいて非常に
高い計算複雑性が要求されるようにな
り、開発や試験のあり方が大きく変わり
ます。これに付随する新たな課題に対応
するには、新しいツール、手法、プロセス
が必要となり、その中心的存在となるの
がデジタルツインです。デジタルツイン
とは、並列的に叙述／実行可能な道筋と
して最先端エンジニアリングを表現する
ものです。

PAVE360は、世界トップクラスのツール
を統合し、自動車業界と同じような転換
期を経た他業界において既に導入され
成熟した手法を実装しています。今日の
エンジニアリングチームが抱える課題に
対応し、実績のある一連のツール群が緊
密に統合されたソリューションとして、数
々の賞も獲得しています。システムアー
キテクチャの探索から、SoCの設計と検
証、最先端の組込みソフトウェアからAI
アルゴリズムの開発とテストまで、PAVE 
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デジタルツイン・ソリューションの 
適用範囲
• ソフトウェア開発のシフトレフト 

• SoC開発と検証

• シナリオベースの検証

• ADコーナーケース検証

• OTAアップデートの検証

• HIL試験装置のコスト削減

特長
• 混合忠実度クローズドループ・モデリ

ングによる複雑性の管理

• 物理レベルのパフォーマンスの測定 
と把握

• 実世界では不可能なテストの実施

• ハードウェアを考慮した完全なソフト
ウェアスタックの実行によるKPI値の 
提供

• 自動車サプライチェーン全体での 
コラボレーション

PAVE360

ADAS/AD/IVI/V2XのICおよびソフトウェア向け 
開発／検証プラットフォーム

360には業界をリードする技術と手法が
実装されています。

OEMや、Tier 1およびTier 2サプライヤ
ー各社が、次世代の自動車プラットフォ
ーム向けソリューションの調査、構築、開
発、提供のため、PAVE360を利用してい
ます。



 
PAVE360

検証
ADAS、AD、IVI、およびV2XのSoS（システ
ム・オブ・システムズ）は非常に複雑であ
ることから、他のコンポーネントとの微
妙な相互作用を考慮しない単体の検証
にはリスクがあります。この課題に対処
するため、PAVE360は、クローズドループ
でのシナリオベース検証手法が採用さ
れています。PAVE360のリファレンスを
使用すると、開発中のハードウェアやソフ
トウェアを全機能装備の自動車と環境に
統合して完全なシステムを作り上げるこ
とができます。シナリオで制御した現実
的なスティミュラスを被試験ソリューショ
ンに与えて検証し、物理的な再現が困難
または不可能な条件下の動作を確認し
ます。このとき、交通パターンや、スマー
トシティのインフラ、車両と歩行者の振
る舞い、そして変化する環境および路面
といったすべての条件がフルビークルモ
デルに対して適用されます。 

高品質なソフトウェアをより早く
ソフトウェア開発チームは、正しく機能す
るハードウェアの提供が遅れると、自分
たちが納期か品質かの二者択一を迫ら
れる羽目に陥ることを十二分に分かって
います。PAVE360であれば、ハードウェア
の完成する何か月も前から、高忠実度の
フルビークルシステムを使用できるた
め、ソフトウェア設計の真のシフトレフト 
(前倒し) が実現します。ハードウェアや
BSPの検証作業が終わるまで待つ必要も
なく、不足しているコンポーネントがブラ
ックボックス化されて不明になることも、
最終段階になって膨大な統合業務が発
生することもありません。完全なソフトウ
ェアスタックがすぐに使える状態で用意
されており、SDK、標準OS、ソフトウェア
再利用、開発およびデバッグのベストプ
ラクティスを自動でサポートしているの
で、車両全体を指先で操作できます。 

高忠実度モデリング 
自動車の複雑な数々のSoSが正しく動作
する確証を得るためには、新次元の高忠
実度モデリングが必要であり、これは
PAVE360でしか実現しません。忠実度の
低い仮想プロトタイプと異なり、高忠実
度モデルは、ハードウェアとソフトウェア
の微妙な相互作用に起因する重大な連
なる故障も考慮します。PAVE360の高忠
実度モデルを使用することで、パフォー
マンスの低下を招くことなく、機能安全、
セキュリティ、および信頼性に関する問
題を特定、修正できます。 

この実績ある高忠実度のフルビークル
モデルの適用範囲は開発段階だけにと
どまりません。コーナーケースシナリオと
組み合わせて使用することで、出荷後の
複雑なOver the Air (OTA) アップデート
を実車両への実装前に検証可能です。

チーム間コラボレーション
急激に複雑化が進む次世代自動車の開
発には、一つ上のレベルのコラボレー 
ションが必要です。さまざまな職種、領
域、チーム、そしてサプライヤーを巻き込
んだコラボレーションは、市場投入期間
と運用コストに多大な影響を及ぼしま
す。PAVE360は、いくつものソフトウェア
とハードウェアをそれぞれのスピードで
同時並行的に開発しているチーム間の
効果的なコラボレーションをサポートす
るプラットフォームです。 

持続的なコラボレーション開発環境を実
現するには、ハードウェアおよびソフト 
ウェアのアーティファクトへのセキュアな
アクセスと機密情報であるIPの保護が不
可欠です。それにより、多様なチームが
協力し合い、統合や機能に関わる問題を
観察、デバッグし、機能性を検証できる
ため、責任転嫁もブラックボックス化も
起こりません。 

PAVE360は、大規模なコラボレーション
による開発と検証の課題に対応しなが
ら、機密情報である知的財産が保護され
る、安全で、厳しく管理されたリモートロ
グインによるクラウド・プラットフォーム・
サービスです。
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